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  平塚市の環境に関するアンケート調査（案） 

～ご協力のお願い～ 

 

日頃より市政にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

本市では現在、平成 29 年３月に策定した「平塚市環境基本計画」の改定に向けた検討を行っ

ています。 

 このアンケートは、事業者の皆様の「環境への取組」や「今後の市の環境施策に期待すること」

をお聞きし、今後の計画づくりに反映することを目的としています。 

 アンケートの対象は、市内事業者から、200 社を選びました。 

ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、本調査の目的及び趣旨をご理解の上、ご協力いた

だきますようお願い申し上げます。 

 

令和６年８月 

平塚市長 落 合 克 宏  

 

 

１ お答えは、設問ごとに（１つに○印）（３つまで○印）などそれぞれ指定しておりますのでご注意

ください。番号に○印を付ける場合は、番号を囲むように鉛筆やボールペン等で濃く付けてくだ

さい。 

２ ご記入いただいた調査票は、令和６年 月  日（ ）までに、同封の返信用封筒（切手不要）に

入れて返送してください。 

３ 回答は統計的に処理・集計し、回答等を公表することはありません。 

４ ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。 

平塚市 環境部 環境政策課 環境政策担当 

〒254-8686 平塚市浅間町９番１号 電話 0463-23-1111（内線 2238） 

 

記入にあたって 
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問１ 貴事業所についてお伺いします。あてはまる番号に○をつけてください。 

Ａ．主要業種 

１  農林水産業 

２  建設業 

３  製造業 

４  電気・ガス・水道業 

５  運輸業 

６  情報通信業 

７  金融・保険業 

８  不動産業 

９  卸・小売業 

１０ 飲食業 

１１ 宿泊業 

１２ 医療・福祉 

１３ 教育・学習支援業 

１４ サービス業 

１５ その他 

（                ） 

Ｂ．従業員数 

１  １０人未満 

２  １０～９９人 

３  １００～９９９人 

４  １,０００人以上 

 

 

 

Ｃ．事業所の形態 

（平塚市内の事業所） 

１  事務所（住居別） 

２  事務所（住居併用） 

３  店舗（住居別） 

４  店舗（住居併用） 

５  工場（住居別） 

６  工場（住居併用） 

７  その他 

（                  ） 

Ｄ．延床面積 

（平塚市内の事業所） 
約（       ）㎡ 

 

Ｅ．事業所の所在地  

１ 海岸地区 
久領堤、黒部丘、幸町、菫平、千石河岸、袖ケ浜、代官町、高浜台、唐ケ原、撫子原、
虹ケ浜、花水台、札場町、松風町、桃浜町、八重咲町、夕陽ケ丘、龍城ケ丘 

２ 平塚地区 

明石町、天沼、榎木町、老松町、上平塚、桜ケ丘、須賀、諏訪町、浅間町、宝町、立
野町、達上ケ丘、堤町、豊原町、中里、中堂、長瀞、錦町、馬入、馬入本町、平塚、
富士見町、紅谷町、見附町、宮の前、宮松町、八千代町 

３ 大野地区 
追分、大原、御殿、四之宮、新町、中原、中原上宿、中原下宿、西真土、西八幡、東
真土、東中原、東八幡、南原 

４ 豊田地区 北豊田、豊田打間木、豊田小嶺、豊田平等寺、豊田本郷、豊田宮下、東豊田、南豊田 

５ 城島地区 大島、城所、小鍋島、下島 

６ 岡崎地区 岡崎、ふじみ野 

７ 金田地区 飯島、入野、入部、寺田縄、長持 

８ 神田地区 大神、田村、横内、吉際 

９ 金目地区 片岡、北金目、北金目、真田、真田、千須谷、広川、南金目 

10 土沢地区 上吉沢、下吉沢、土屋、めぐみが丘 

11 旭地区 出縄、公所、河内、高根、高村、徳延、根坂間、日向岡、纒、万田、山下 

 

F．事業者情報 
今後の施策展開に活かす情報を収集するためのヒアリングを実施させていただくことを目的とし

てお伺いします。※公表はいたしませんので、差支えなければご記入ください。 

事業者名  ： 
電話番号  ： 
ご担当者様 ： 
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問２ 環境に対するお考えについて、特にそう思うものを３つまで選び、番号に○を付けてくださ

い。 

１ 環境保全の取組を進めることは、企業の経営面にもメリットがある 

２ 日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼしている 

３ 大量消費・大量廃棄型の企業経営や商品の製造を改めることは重要である 

４ 環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは重要である 

５ 地域の人たちと協力して、その地域の環境保全活動に取組むことは地域コミュニティの活性化にもつなが

るので重要である 

６ 大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるために、環境教育や環境学習が重要である 

７ 環境にかかわる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供することが重要である 

８ 製品を製造・販売する過程において、廃棄物がなるべく発生しないよう努めることが重要である 

９ 脱炭素の取組は、温暖化対策だけではなく、経営的な視点においても重要である 

 

問３ 環境への取組みの実施による経営的なメリットとして、何を期待しますか。特にあてはま

るものを３つまで選び番号に○を付けてください。 

１ 生産性向上や経費削減につながる 

２ 顧客のニーズに応える 

３ 社会貢献をすることにより、企業のイメージが高まる 

４ 事業開拓や技術・製品開発につながる 

５ 社内の活力や人材育成に良い影響がある 

６ 環境に関する法規制を遵守する（コンプライアンス） 

７ 取引先からの要請に対応することができる 

８ サプライチェーンの課題に対応することができる 

９ 同業者間の取り決めに対応することができる 

10 行政や地域住民との良好な関係の維持につながる 

11 その他（                                      ） 
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問４ 貴社（平塚市内にある事業所）における脱炭素化に向けた取組について、あてはまる番号に

○を付けてください。 

脱炭素化に向けた取組 
実施して

いる 

取り組んでいない 

今後実施

したい 

人員やコ

ストに課

題がある 

関心が

ない 

該当設備

がない 

二酸化炭素排出量削減計画を策定している １ ２ ３ ４ ５ 

太陽光発電設備を導入している １ ２ ３ ４ ５ 

太陽熱設備を導入している １ ２ ３ ４ ５ 

蓄電システム（リチウムイオン蓄電池）を導入している １ ２ ３ ４ ５ 

非化石証書等による再エネ電気を導入している １ ２ ３ ４ ５ 

省エネ設備（高効率空調・高効率給湯器等）を導入している １ ２ ３ ４ ５ 

コージェネレーション設備を導入している １ ２ ３ ４ ５ 

ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）又はＺＥＨ（ネット・

ゼロ・エネルギー・ハウス） 
１ ２ ３ ４ ５ 

事業用にＥＶを導入している １ ２ ３ ４ ５ 

従業員用のＥＶ用充電器を設置している １ ２ ３ ４ ５ 

脱炭素化に関するセミナー等に参加し、情報収集している １ ２ ３ ４ ５ 

プラスチック資源循環法（プラ新法）の取組をしている １ ２ ３ ４ ５ 

 

問５ 問４の脱炭素化に向けた取組を進めるにあたり、貴社における課題についてご記入ください。 

 

 

問６ サプライチェーンの問題について、貴社のお考えや状況をご記入ください。 

 

 



 

5 

問７ 市内事業者による環境への取組を進めていくため、平塚市に対してどのような支援を期待

しますか。あてはまるものを全て選び、番号に○を付けてください。 

１ 環境配慮行動に関するノウハウや情報の提供 

２ 環境配慮行動に詳しい人材の紹介 

３ 先進事例の紹介・情報提供 

４ 環境マネジメントシステム（ISO14001 等） 

取得の支援、情報提供、研修実施 

５ 事業者を対象としたシンポジウムの開催 

６ 事業者間のネットワークづくりの構築 

７ 再エネ設備等導入のための補助事業 

８ 省エネ設備導入のための補助事業 

９ その他 

（                     ） 

 

問８ １０年、２０年後を見据えて、将来の平塚市の環境がどうあってほしいと思いますか。 

【あって欲しい未来の姿・その理由など】【未来の姿を実現するための要望やアイデアなど】 

 

以上でアンケートは終了です。 

アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。 

 


